


















































































































































古代人は赤い色を好んだが， 美しい赤を染めだすことは技術 上きわめて難しく， 明響による白い革でしかもア
にちがいない。金属媒染の始ルミニウムの媒染作用がある糠し法の発見がなければ赤い革の出現は不可能だったにちがいない。
'よ繰法であろう。
エジプトの遺物の中には赤（ ﾛ博物館には赤色脱落部が白い革もある。』革がみられるが， 初期においてはカイ
王に赤革の使用を許されたのに自分の墓の壁画に赤い手袋をはめた姿を描いているのは，貴重な存在であった。
感激したのであろうという。
アル・タールの発掘のなかに， 赤い革のアップ’ノケがあるということは， エジプトと同じく，イラクの人たち
ﾗーフィダーン11980160
を想像させる。ｂ明響繰しを行っていたこと
美しい赤が発色せず，むしろ紫に近い色になってしまう。天然の明響は鉄分を含む場合が多いため，ところが，
染料の媒染法の源流をなす従って， 純粋な明琴を探求するのに非常な苦心が払われたと思われる。 この発見は，
ものと言ってよかろう。
禺然の重なり合い によって発見されたものと想像される。ひどい旱魎がつづいて，おそらく， 明響緯しの方法はイ
さがしあてたのが明響の泉であったと 力尽きて泉の中に倒れこん獣が水をもとめてｲ方復し，ようやく しようか。
だのをたまたま人間が見つけて、 このような旱魎と偶然がなければ明響繰は白く なめされているのを知る……。
発見さ れることがなかったろう。 この繰法の出現は時代的に相当遅れるものと考える。とにかく
美しい赤に染めるという技術もうみこの方法の発見と併行して， アカネやケルメスのような染料をすり込み，
出されたにちがいないｃ
千葉薬大山根請弘
が認められた。
明饗の併用糠と思われるものもあり， 明馨との併用篠を確認するために，そしてタンニン，
非常に多種類の元素（アルミニウム，錫，鉄，砒素他）博士のもとでＸ線分析にかけてみたが，
これについては洗浄法を研究して今後おそらく土中の微量成分が洗浄の困難さ力､ら検出されたのであると う。田心
試みる予定である。
供試皮革の内容について
革中の灰分含打型が多いのに比し鉄供試革の成分試験の結果は表のと おりであるが， (１１℃），アルミニウ
(Ａｌ）など革に対し韓皮性を持つ元素の割合が少ない。 したがって無機化合物によるなめしは考えられなム
皮に付着した土質によるものと思われる。い。多量の灰分は恐らく
また皮質物プラス灰分が約70％であるが， ならば皮に対する結合有機物水分含有量を15％前後と推定する
の割合が15％|)i後となり、一般の夕 ﾝニンなめし革程度の有機物が含まれる。 なお試料不足のためタンニ＞
革の確認が不十分であったのでタンニ＞ なめし革と断定できないが， 色相等から判断しても恐らくタンニン
がなめしの主剤であるだろうと思われる。
テル・タール{Ｈｆ染織皮革遺物のＩ１１ｆ究 1６１
Ｘ線マイクロアナライザー(XMA)による元素分析結果
皮革試料
素 未処理革 超音波洗浄革兀。
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(未処理革）化学分析並びに原子吸光分析による試験結果
皮質物６４．９
灰分５．９８
Ｆｅ Ｌ８
ＡｌＬ６
化学分析法による
原子吸光分析法による
